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水使用量削減・トイレ節水

5 省資源・廃棄物削減

京橋エドグランをはじめ当社グループの多くのビルでは、共用部やトイレにおいて節水性能の高い衛生器具を

使用しています。また、雨水を濾過し雑用水として再利用することで、節水に取り組んでいます。

廃棄物削減

京橋エドグランをはじめ当社グループの多くのビルにおいて、「紙類・缶類・ペットボトルなどの回収ボック

スの設置など、リサイクルを推進する取り組み」といった啓蒙活動をテナントに対して実施することで、排出

される廃棄物の最小限化を推進しています。

ペーパーレス化の取り組み

紙資源の消費を防ぐため、グループ内のITインフラを整備する一環としてオンラインインボイス管理サービス

「BillOne」や、電子稟議システム、ペーパーレス会議システムを導入しています。また、一部部署では電子契

約システムを導入済みです。

自然環境との共生
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脱プラスチックへ向けた取り組み

5 省資源・廃棄物削減

脱プラスチックに向けた取り組みの一環で、お客さまや取引先の方々に資料をお渡しする際のクリアファイルの一

部を、紙製にしました。リサイクル可能な厚手のトレーシングペーパーに特殊な表面加工を施すことで強度を確保

しています。

ペットボトルキャップの回収

「日土地ビル」 や「REVZO一番町」では回収したペットボトルキャップをワクチンに変える取り組みを展開して

います。ペットボトルキャップのリサイクル過程で発生した利益の一部を「NPO法人世界の子どもにワクチンを

（JCV）」に寄付し、JCVとユニセフがワクチンを発注。ワクチンは発展途上国に届けられ、多くの子どもの命や

健康を守ることにつながっています。

家具・家電のサブスクサービスを導入

オープンイノベーションオフィス「SENQ（センク）」、分譲マンション「BAUS（バウス）」で

は、家具・家電のサブスクリプションサービスを導入。「BAUS」では、これまで建物内モデル

ルームをオープンするたびに購入していた家具の手配をサブスク方式に切り替えるとともに、入

居者向けにも優待割引などによって活用を促進し、家具の廃棄数削減に貢献します。

自然環境との共生
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